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本会議の模様は、映像でもご覧いただけますのでス

マートフォンやタブレットでご視聴される場合は、

右の QR コードにカメラを向けることで視聴サイト

へと繋がります。 またパソコンでご視聴される方

は、Youtube で「瀬戸内町議会」と検索すること

でご覧いただけます。

令和 6 年度予算審査特別委員会の審査風景
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こんなことを決めました！

第 １回臨時会
２月１４日

　第１回臨時会では，契約議案４件、承認議案１件、条例改正議案1件の計６件の議案を審議し，

それぞれ可決しました。主な議案の要旨は次のとおりです。

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
西
古
見
観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業
（
建

築
）
請
負
変
更
契
約
の
締
結　

西
古
見
観

光
拠
点
施
設
整
備
事
業
（
建
築
）
に
係
る

も
の
で
令
和
5
年
5
月
25
日
、
株
式
会
社

泰
江
組
と
一
金
1
億
1
千
８
百
80
万
円
で

契
約
し
、
今
回
請
負
契
約
金
額
の
変
更
を

行
っ
た
も
の
で
、
主
な
変
更
内
容
は
、
浴

場
施
設
建
設
に
お
け
る
既
製
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
事
、
左
官
工
事
、
塗
装
工
事
、
外
構

工
事
、
炊
事
施
設
及
び
Ｅ
Ｖ
ピ
ッ
ト
施
設

建
設
に
お
け
る
鉄
骨
工
事
の
増
に
よ
る
も

の
で
変
更
後
の
請
負
金
額
は
86
万
４
千
円

増
額
の
1
億
１
千
9
百
66
万
４
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

●
瀬
戸
内
分
屯
地
周
辺
道
路
改
修

等
（
補
助
金
）
工
事
（
Ｒ
５
節
子
工

区
）
請
負
契
約
の
締
結　

令
和
６
年
１

月
31
日
、
株
式
会
社
勇
建
設
が
一
金

４
千
８
百
15
万
７
千
３
百
93
円
で
落
札
決

定
し
令
和
6
年
２
月
1
日
付
け
で
仮
契

約
を
締
結
、
工
事
内
容
は
、
盛
土
工
２
，

８
４
０
㎥
、
現
場
吹
付
法
枠
工
７
３
３

㎡
、
排
水
工
２
５
１
ｍ
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

令和 ６ 年 第１回瀬戸内町議会臨時会　( ２月１４日）議案・議決結果

賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　議長は採決に加わりません　　ー

　　　　臨時会　　

泰
山
祐
一

福
田
鶴
代

永
井
し
ず
の

柳
谷
昌
臣

元
井
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志

池
田
啓
一

向
野　

忍

中
村
義
隆

岡
田
弘
通

安　

和
弘

承認1
奨学資金返還請求事件の訴えの提起の専決
処分事項の承認について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 承認

１
西古見観光拠点施設整備事業（建築）請負
契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

２
西古見観光拠点施設整備事業（機械設備）
請負契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

３
瀬戸内分屯地周辺道路改修等（補助金）工
事（Ｒ５節子工区）請負契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

４
５災第１４０号 河川災害復旧工事（準用河川 
川内川）請負契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

５ 瀬戸内町手数料条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果
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第 １回定例会
３月 5 日～２１日

こんなことを決めました！

　第１回定例会では，予算議案２２件，条例議案９件，その他議案１１件，契約議案７件の計

４９件の議案を審議し，それぞれ可決しました。主な議案の要旨は次のとおりです。

補
正
予
算

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務

費
に
１
億
５
千
６
百
96
万
５
千
円
、
衛

生
費
に
１
億
３
千
８
百
14
万
９
千
円
、

土
木
費
に
７
千
８
百
40
万
５
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
追
加
し
た
こ
と
。
教
育
費
か
ら

1
億
９
千
７
百
４
万
７
千
円
、
公
債
費
か

ら
１
億
３
千
６
百
11
万
３
千
円
を
減
額
し

た
こ
と
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税

７
千
５
百
45
万
3
千
円
、
国
庫
支
出
金
に

１
億
６
千
９
百
65
万
９
千
円
、
県
支
出
金

３
千
９
百
65
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
た

こ
と
。

町
債
か
ら
1
億
7
千
4
百
41
万
4
千
円
を

減
額
し
た
こ
と
。

条　

例

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家

公
務
員
の
給
与
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
国
に
準
じ
て
改
正
す
る
も

の
で
す
。

●
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て　

平
成
17
年
の
減
額
改

定
か
ら
20
年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る

町
長
等
の
給
与
が
、
近
年
の
人
事
院
勧
告

に
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
一
般
職
給

与
と
の
権
衝
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
状
況
及
び
県
内
町
村
に
お
け
る
状
況
等

を
鑑
み
、
令
和
6
年
2
月
20
日
に
瀬
戸
内

町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
い
た
し

た
ま
し
た
と
こ
ろ
、
近
隣
町
村
と
同
額
と

す
る
改
定
が
妥
当
で
あ
る
と
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
答
申
の
と
お
り
提

案
。

　

な
お
、
町
長
分
の
給
料
に
つ
い
て
は

10
％
減
額
措
置
。（
町
長
の
減
額
措
置
の

理
由
と
し
て
、人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
き
、

会
計
年
度
任
用
職
員
含
め
、
一
般
職
給
与

の
増
額
と
併
せ
て
特
別
職
給
与
の
増
額
に

よ
り
人
件
費
総
額
が
増
加
す
る
。
持
続
可

能
な
行
政
運
営
の
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
等
を
確
実
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。目
標
を
達
成
す
る
ま
で
は
、

10
％
減
額
措
置
を
継
続
す
る
。

契
約
に
つ
い
て

●
旧
船
津
保
育
所
跡
地
の
無
償
貸
付
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
の
事
業
継
承

に
よ
り
「
株
式
会
社
Ｒ
ｅ
Ａ
Ｌ
」」

と
の
貸
付
契
約
を
新
た
に
締
結

し
、
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で
の

3
年
間
の
無
償
貸
し
付
け
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
加
計
呂
麻
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
新
築

工
事
（
建
築
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て　

３
社
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
が
あ
り
、
伊
東
・
安
田
産

業　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

が
４
億
２
百
27
万
円
で
落
札
決
定

し
ま
し
た
。

　

主
な
工
事
内
容
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
て　

延
床
面
積

４
３
０
㎡
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

杭
37
本
を
施
工
す
る
も
の
で
す
。

陳
情
に
つ
い
て

●
陳
情
第
８
号　
「
西
阿
室
小
学

校
の
改
築
工
事
に
つ
い
て
の
陳

情
」
の
調
査
報
告

　

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
17
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　議長は採決に加わりません　　ー

令和 ６ 年 第１回瀬戸内町議会定例会　( ３月５日～３月２１日）議案・議決結果
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弘
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弘

6
令和５年度瀬戸内町一般会計補正予算（第６
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 × 原案可決

7
令和５年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計補
正予算（第４号）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

8
令和５年度瀬戸内町国民健康保険特別会計補
正予算（第3号）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

9
令和５年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予
算（第４号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

10
令和５年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

11
令和５年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計補
正予算（第５号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

12
令和５年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特別会
計補正予算（第２号）　について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

13
令和５年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会
計補正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

14
令和５年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計補
正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

15
令和５年度瀬戸内町水道事業会計補正予算
（第２号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

27
阿木名小学校教職員住宅新築工事（建築）請
負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 可決

28
池地小中学校屋内運動場大規模改修工事（建
築・機械）請負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 可決

29
令和５年度 清水体育館大規模改修工事（建
築）請負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

30
加計呂麻港改修（統合補助）工事（瀬武地区）
（Ｒ４繰）請負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

31
旧船津保育所跡地の無償貸付契約の締結につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

32 職員の給与に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

33
瀬戸内町会計年度任用職員の給与，旅費及び
費用弁償に関する条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

34 職員の勤務時間，休暇等に関する条例等の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

35 瀬戸内町庁舎建設基金条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

36 職員等の旅費に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

37
瀬戸内町国民健康保険税条例の一部改正につ
いて　

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

38
令和５年（ハ）第５６７号　奨学資金返還請求事
件の和解について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

39
令和５年（ハ）第６０号　奨学資金返還請求事件
の和解について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

40 瀬戸内町過疎地域持続的発展計画の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

41 瀬戸内町における辺地総合整備計画の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

42 せとうち未来展望２０５０について × 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 × 原案可決

同意１ 監査委員の選任について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 同意

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果
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令和 ６ 年 第１回瀬戸内町議会定例会　( ３月５日～３月２１日）追加議案・議決結果
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16 令和６年度瀬戸内町一般会計予算について × × 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 × 原案可決

17
令和６年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計予
算について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

18
令和６年度瀬戸内町国民健康保険特別会計予
算について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

19
令和６年度瀬戸内町介護保険特別会計予算に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

20
令和６年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別
会計予算について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

21
令和６年度瀬戸内町屠畜場事業特別会計予算
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

22
令和６年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計予
算について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

23
令和６年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特別会
計予算について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

24
令和６年度瀬戸内町農業集落排水事業会計予
算について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

25
令和６年度瀬戸内町簡易水道事業会計予算に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

26
令和６年度瀬戸内町水道事業会計予算につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

43
令和５年度瀬戸内町一般会計補正予算（第７
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

44
加計呂麻港（俵地区）改修工事（Ｒ４繰）請負変
更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー × 〇 〇 原案可決

45
加計呂麻島ターミナル新築工事（建築）の請負
契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー × 〇 〇 原案可決

46
町長等の給与等に関する条例の一部改正につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

47
瀬戸内町重度心身障害者医療費助成に関する
条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

48 瀬戸内町介護保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

49
瀬戸内町老人福祉計画及び第９期介護保険事
業計画について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 可決

50
瀬戸内町障害者計画及び第７期障害福祉計
画・第３期障害児福祉計画について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー × 〇 〇 可決

発1 町長の専決処分事項の指定の改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

発2
議員の請負状況の公表に関する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 × 原案可決

発3
令和6年度瀬戸内町一般会計予算に対する附
帯決議（第3セクターの事業運営を行うためのガ
イドラインの早期策定を求める。）に関する動議

〇 〇 × × × × ー × × 〇 原案否決

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果

賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　議長は採決に加わりません　　ー
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　　　令和６年度瀬戸内町各会計予算審査特別委員会報告

　当委員会に付託されました、 令和６年度 瀬戸内町各会計予算議案１１件についての審査が終了しましたので、 その

結果等を報告します。

　当委員会は、 審査日程を３月１１日から３月１９日までと定め、 議案第１６号一般会計予算歳入歳出については、 各目

別に審査を行いました。

　また、 特別会計予算 ・ 水道事業会計予算については、 歳入歳出合わせて審査を行いました。

　審査過程での主な質疑等について説明します。

一般会計予算歳出 2 款では、「 嘱託員報酬を上げる計画は」 の質疑に対して、「 嘱託員報酬の改定は、 現在、 検討し

ていないところですが、 令和６年度以降において、 集落支援員の対象とする方向で規定改正中であり、 集落点検等の

業務が増え、 嘱託員の負担が増となる場合は、 報酬の改定についても検討させていただきます」 との答弁でした。

次に「 男女共同参画実施業務委託について」 の質疑に対して、「 令和 6 年度の取組予定は、 町内の各小中学校の児

童生徒、 教職員、 保護者、 地域の方を対象にジェンダー平等を学ぶワークショップを計画しております。 また、 ４町村

合同の基本計画策定に伴い、 啓発や周知を統一し、 各イベント等での紹介を予定しております」 との答弁でした。

次に「 農泊推進型施設整備の内容及びスケジュールについて」 の質疑に対して、「 当施設は農水省の補助事業で整備

する。 農泊事業の目的であるため、 宿泊、 食事、 体験、 小売が出来る施設として整備していく。 令和５年度中に実施

設計が完了し、 令和６年度中に工事を行い、 令和７年度に備品等を設置した上で、 夏を目途にオープンしたいと考える」

との答弁でした。

次に「 ドローン活用サービス事業の負担金の内訳及びガイドラインの策定について」 の質疑に対して、「 通信費（ 衛星・

電話回線）、 整備費（ ドローン点検費）、 人材育成にかかる教育費が主な内訳であり、 ガイドラインについては令和 6

年度の前半のかなり早い段階で策定できるよう鋭意努力中である」 との答弁でした。

次に「 企画課の西古見観光拠点施設における備品について」 の質疑に対して、「 ミニキャブミーブと蓄電池を備えた太

陽光パネルを購入し、 災害時に建物等へ電気を供給する。 今後の備品については、 水産観光課で購入する」 との答弁

でした。

次に「 バスに投票箱を積んで巡回する移動期日前投票所の取組を検討する意向があるか」 の質疑に対して、「 今のとこ

ろ検討していないが、 今後投票所の数が少なくなる等、 不便が生じた場合には、 検討が必要だと考えます」 との答弁

でした。

3 款では、「 医療職（ 三） の給料が去年より 6,247 千円増えていますが、 その要因は」 の質疑に対して、「 昨年から

保健師を２名配置した分の増となっています」 との答弁でした。

4 款では、「 加計呂麻クリーンセンター施設の建替えなどは検討しているか」 の質疑に対して、「 精密機能検査の結果を

踏まえ上司と協議していきます」 との答弁でした。

6 款では、「 家畜診療所運営事業と獣医師について」 の質疑に対して、「 家畜診療所運営事業は、 畜産農家が飼育し

ている家畜の診療及び予防活動を行う農業共済大島支所内の診療所を運営費であります。 また、 獣医師は４月以降、

農業共済大島支所からの派遣となります」 との答弁でした。

次に「 キビ酢工場について JA との協議は」 の質疑に対して、「 キビ酢村構想の方向性については変わっておりません。

JA との協議は、 年末から３回ほど担当者と行い、 瀬相の工場の譲渡に向けて内容の詰め作業を行っている」 との答弁

でした。

次に「 １８目の特定離島ふるさとおこし推進事業の内容は」 の質疑に対して、「 ミニショベルの購入費で加計呂麻島内

※「ミニキャブミーブ」とは、三菱自動車の軽商用電気自動車（軽 EV）
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一円を対象としています。 現在所有しているミニショベルは３台あり、 瀬相の格納庫で保管しており、 荒廃農地開拓

事業にて職員２名が毎日使用しています」 との答弁でした。

次に「 漁業従事者ブルーカーボン推進事業の内容は」 の質疑に対して、「 令和５年から諸数に仕切り網を設置してお

り、その継続事業です。 現在は、投石作業を実施しました。 ４月中旬より白浜地区から母藻をとってスポアバックに入れ、

胞子を着かせる作業をする予定です。 まずは藻場を造成する範囲を拡大しつつ、 Ｊクレジット認証取得に向けた申請

事務を実施します」 との答弁でした。

次に「 農林水産物輸送コスト支援事業の補助金、 3,264 万 4,000 円の内訳は」 の質疑に対して、「 令和６年度か

ら鹿児島送り事業と沖縄送り事業が統合したことによって、 去年より増額となっているところです。 国費が 2,285 万

1,000 円、 県費が 489 万 6,000 円、 市町村費が 489 万 7,000 円となっています。 沖縄送りは市町村が４割

負担だったものが、 こちらは 1.5 割となっています」 との答弁でした。

7 款では、「 廃止路線代替バス運行費（ 車両購入費） 7,000 千円とあるが、 令和 6 年度も新しく購入するというこ

とか。」 の質疑に対して、「 令和６年度は、 南部交通株式会社を予定しており、 マイクロバスではなく、 ハイエースタイ

プの購入を予定している」 との答弁でした。

8 款では、「 土木施設管理費の事業説明」 の質疑に対して、「 町が管理する土木施設 ( 町道 ・ 河川等 ) を管理、 維

持するための費用で、 ５つに分けています。 1 つ目は道路台帳整備で、 前年度に完了した道路工事や災害工事等の

台帳補正整備を行う業務、 2 つ目は集落等からの要望の対策検討に必要な測量設計調査業務、 3 つ目は点検 ( 巡

視 ) 結果等により町道 ・ 河川の維持補修を行う業務、 4 つ目は町道等の安全で円滑な交通の確保と年間を通して道

路の良好な状態を保つために、月 2 回程度の定期的点検 ( 巡視 ) 及び豪雨・台風時等の通過後の臨時点検 ( 巡視 )

を行う道路点検調査業務、 5 つ目は集落等からの要望や既設老朽化が著しい箇所の改修整備する公共施設整備工

事です」 との答弁でした。

次に「 加計呂麻ターミナル内の郵便局 ATM 設置の進展は」 の質疑に対して、「 郵便局へ確認をとったところ ATM

を設置予定との回答でした」 との答弁でした。

９款では、「 防災無線の整備状況は」 の質疑に対し、「 令和２年度から年次計画で整備事業を進めておりました。 先

日町の完成検査が完了したところであり町全体の戸別受信機設置率については８２％であります」 との答弁でした。

１０款では、「 外国青年招致事業の講師に保育園や幼稚園でも英語に触れあう場を設ける予定があるか」 の質疑に

対し、「 ５年度も計画はありましたが、 スケジュールの調整等がうまくいかず出来なかったので、 ６年度は前向きに検

討して入れていきたいと考えております」 との答弁でした。

次に、「 特定離島ふるさとおこし推進事業 ( 教育環境施設整備 ) について場所と内容は」 の質疑に対し、「 学校は池

地小中学校と与路小中学校を考えております。

内容につきましては、スターリンク社の衛星アンテナを各学校に設置して、通信環境の整備を整えます」との答弁でした。

次に、「 諸鈍シバヤ、 油井の豊年踊りの伝承活動を行うためには後継者が必要ですが、 町として後継者対策は」 の

質疑に対し、「 諸鈍シバヤについては、 過去 20 年見てきた中で現在が最も順調です。 年齢層も 30 代前半から 50

代を中心に比較的若手で活動しています。 児童生徒についても「 シバヤごっこ」 なる遊びが流行るなど関心が高い

状況で、 今のところ安泰です。

　油井の豊年踊りについては、 国の 2050 年人口統計試算のように集落の未来は安泰とはいえません。 同芸能のガ

イド冊子も作成しましたが、 それに留まらず、 密に保存会とは連絡をとりあっているので、 その都度、 問題が生じた場

合に対処していきたいと考えています」 との答弁でした。

次に、「 埋蔵文化財調査は、 これまでに戦跡（ 近代遺跡） の調査を行って、 国の史跡指定になりましたが、 この戦

跡の調査は終了したのか」 の質疑に対し、「 近代遺跡（ 戦争遺跡） の調査は継続しております。 詳細な調査を行い

ました６箇所の遺跡のうち、 ３箇所が国の史跡指定になっています。 残りの３遺跡についても追加指定を目指している

ところです。 また、 他にも近代遺跡を含めた瀬戸内町内の埋蔵文化財は多くございますので、 その調査も随時進めて
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いきたいと考えています」 との答弁でした。

一般会計歳入全般では、「 雑入について全体的に１，２００万円程度増えているが、 特に増えたのはどの項目

なのか」 の質疑に対し、「 主な雑入の増額としては、 給食材料購入費負担金が物価高騰もあり、 2,342 千円

の増額です。 また、 新規の収入として西古見キャンプ場収入が 3,574 千円の皆増、 薬剤樹幹注入材料費が

2,133 千円の皆増、 共同利用機械利用料が 1,607 千円皆増です」 との答弁でした。

次に「 ドローン事業の歳入については、 奄振事業として継続されるのか。 また、 ドローン運送サービス収入や

収入アップについて」 の質疑に対し、「 機体のレンタル期間が令和７年度まであるので、 まずはそこまでは事業

を実施し、 それ以降についても引き続き事業実施を検討していきます。 また、 奄美群島成長戦略ビジョンや県

の奄振計画にもドローン事業が盛り込まれていますので、 現行の制度期間内は継続されるものと思っています。

運送サービス収入としては、 医薬品 ・ 新聞 ・ 給食食材の事業所と 100 円で契約しています。 隔週の木 ・ 金

で年間 282 便運航させる計画となっています。 ドローン事業の認知の向上を図りながら、 決済システムも整

備し、 収入アップに努めたい」 との答弁でした。

次に「 西古見キャンプ場収入の内訳について」 の質疑に対し、「 浴場の利用料 900 千円、 宿泊棟利用料

864 千円、 キャンプ場利用料 990 千円、 最初はまだ取り組めないと思っていますが、 EV 車レンタル料 180

千円、 テントや焚火台などのレンタル料 240 千円、 タオルや飲み物などの物販売り上げ 400 千円としており

ます」 との答弁でした。

次に「 給食材料購入費負担金が昨年よりも増額した理由について」 の質疑に対し、「 料金改定として、 温食分

の 1 食単価 ： 小学校 170 円→ 185 円、 中学校 190 円→ 210 円に改定しています。 また、 ひかり幼稚園

80 名分ほどの給食提供開始によるものとなります」 との答弁でした。

次に議案第１７号巡回診療施設特別会計については、「 与路診療所改修事業費の診療所改修の改修箇所につ

いて」 の質疑に対し、「 昭和 58 年に建築後 41 年が経過しており、 老朽化した屋根や外壁の防水、 建具周り

のシーリングなどの改修工事に加え、 現在の汲み取り式のトイレを水洗化するものであります」 との答弁でした。

議案第２２号船舶交通事業特別会計については、「 請 ・ 与路活性化協議会費の事業説明について」 との質疑

に対し、「 せとなみの新造船建造、 航路の利用者が減となっていること等について方策を図るための協議会で

す。 協議会は令和４年度に航路改善計画ということで、 せとなみの新規建造、 ダイヤの変更、 収支の確保策、

支出の抑制策等を検証する為の協議会でもあります。 毎年、 離島航路確保維持計画というものを国 ・ 県に提

出していますが、 その中でせとなみの新規建造、 ダイヤの変更等の効果を検証するものです」 との答弁でした。

議案第２５号簡易水道事業特別会計については、「 公営企業会計適用により簡易水道料金の改定について」 と

の質疑に対し、「 水道料金ですが、 公営企業会計の適用に伴い料金改正をすることはありません。 次回の経営

戦略の改定において、 上水、 簡水共に料金水準等を検証し検討して参りたいと考えています」 との答弁でした。

議案第２６号水道事業特別会計については、「 専用給水が昨年より増額している理由について」との質疑に対し、

「 令和５年度の実績ベースで計上しております。 旧簡水地区の軽減措置が終了し、 令和５年度から統一料金と

なっていることが要因であります」 との答弁でした。

  以上で、 各会計予算議案１１件に対する質疑を終了し、 採決の結果、 賛成多数をもって、 原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

　



　なお、 本委員会の審査意見として、 次の意見を集約決定しました。

　　　　　　　　令和６年度予算審査意見（7 項目）

１．各種事業において、行政内の連携及び官民一体となって、計画的に推進し、
　公共施設等の管理運営については、民間委託・指定管理者制度を早急に検
　討されたい。
２．嘱託員等の各種報酬についても、国内の経済や賃上げ状況等を勘案され
　改定に向け検討されたい。
３．農業振興対策として、営農支援センターの充実や支援制度を広く周知す
　るよう努められたい。
４．世界自然遺産交流都市の沖縄と連携をはかり、農水産物の海外輸出に関
　する調査研究に鋭意努力されたい。
５．久慈の「農泊推進型施設」と「西古見ゲート」については、両施設の相
　乗効果を計り、西方全体の活性化に繋がるよう取り組まれたい。
６．本町の交通インフラ対策として、自家用有償旅客運送制度等を早急に検
　討され、住民の生活維持に努められたい。
７．古仁屋小学校改築事業において、先進的モデルとなる学校づくりを目指
　すためにも、施設検討委員会等の調査研究に鋭意努力されたい。
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一般
質問

私
は
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

６人の議員が一般質問
定例会第 2 日目、3 日目に一般質問が行われ、

６人の議員が町政について質問しました。

通告順（発言順）に掲載します。

11P

柳谷　昌臣　議員

● DX 推進について

●教育行政について

●行政運営について

12P
安　和弘　議員

●町政について

13P

泰山　祐一　議員

●後継者対策について

●鳥獣対策について

●教育について　他

14P

永井　しずの　議員

●加計呂麻ターミナルの工事日程について

●瀬戸内町の小児科外来の現状について

●地方再犯防止計画について　他

15P

福田　鶴代　議員

●子育てについて

●古仁屋小学校施設整備について

●農林水産業振興について　他

16P

元井　直志　議員

●森林事業について

●奨学金について

●総合ダムの整備について　他

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
町
の
行
政

全
般
（
一
般
事
務
）
に
関
し
、

執
行
者
所
見
や
疑
義
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
も
受
け
る
執

行
機
関
も
十
分
な
時
間
が
必
要

な
こ
と
か
ら
通
告
制
と
し
、
事

前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
に
対
す
る
答
弁

書
が
作
成
さ
れ
一
般
質
問
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
へ
配
布

さ
れ
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
1
人
に
つ
き

質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で

完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

再
質
問
か
ら
は
、
一
問
一
答

方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再
質

問
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
質
問
に
対
す

る
関
連
質
問
は
、
許
可
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

柳
谷　

今
年
度
よ
り
Ｄ
Ｘ

推
進
室
を
設
置
し
て
色
々

と
取
り
組
ん
で
ま
す
が
、

こ
の
１
年
間
の
成
果
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
長　

今
年
度
は
主
に
、

町
民
・
行
政
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
推
進
を
図
る

た
め
、「
推
進
体
制
の
整

備
」
や
「
推
進
環
境
の
整

備
」
に
注
力
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

主
に
高
齢
者
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
方
、
向
け

の「
デ
ジ
タ
ル
弱
者
対
策
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

少
し
づ
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
全
体
で
の
Ｄ
Ｘ

推
進
に
対
す
る
意
識
醸
成

な
ど
の
効
果
は
現
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
の
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

務
省
が
、
主
に
窓
口
改
革

な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組

Ｄ
Ｘ
推
進

柳谷議員 ー DX推進について

町長 ー 今年度は町民・行政一体となった取り組み推進を図る

む
自
治
体
を
全
国
の
中
か

ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選

定
し
、
伴
走
支
援
す
る
こ

と
で
、
汎
用
性
が
あ
り
全

国
に
横
展
開
が
図
ら
れ
る

事
業
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
自
治
体
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
施

自
治
体
と
し
て
採
択
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
取
り

組
み
に
か
か
る
費
用
に
つ

き
ま
し
て
、
交
付
対
象
と

認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
国
交
付
金
を
財
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

柳
谷　

簡
単
窓
口
シ
ス
テ

ム
の
開
始
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

Ｄ
Ｘ
室
長　

４
月
か
ら
導

入
準
備
に
入
り
、
12
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
町
民
の
方
々
が
実

際
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
ま
す
。

柳
谷　

町
内
で
以
前
よ
り

困
っ
て
い
る
小
児
科
・
耳
鼻

科
の
遠
隔
医
療
の
可
能
性
は

保
健
福
祉
課
長　

遠
隔
医
療

に
つ
い
て
は
、
先
日
よ
り
実

証
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
に
向
け
て
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。教

育
行
政
に
つ
い
て

柳
谷　

町
内
の
学
校
施
設
に

お
い
て
危
険
個
所
対
策
に
つ

い
て

教
育
長　

令
和
２
年
度
に
現

地
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た

「
瀬
戸
内
町
学
校
施
設
等
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

年
次
的
に
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

危
険
個
所
等
に
つ
い
て

は
、
現
場
確
認
を
行
っ
た
上

で
、
緊
急
に
安
全
確
保
が
必

要
な
場
合
は
即
対
応
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
度
各
学
校
の

要
望
を
踏
ま
え
営
繕
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
必
要
度
や
緊

急
度
を
判
断
し
た
う
え
で
、

整
備
に
向
け
た
予
算
確
保
と

計
画
的
な
修
繕
に
努
め
て
い

ま
す
。

柳
谷　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
の
学
校
施
設
整
備
の

考
え
は

町
長　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
も
ふ

ま
え
、
役
場
内
で
協
議
・
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
安
心
安
全
な

学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
つ
い
て

柳
谷　

役
場
内
の
連
携
強

化
に
つ
い
て

町
長　

人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
限
ら
れ
た
人
材
の

中
で
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
と
い
う
観
点
か

ら
も
今
後
、
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
職
員
の
人
材
育
成
の

た
め
の
人
事
評
価
に
お
い

て「
組
織
の
一
員
と
し
て
、

共
に
働
く
職
員
へ
の
協
力

や
支
え
合
い
等
の
組
織
力

向
上
に
貢
献
す
る
姿
勢
及

び
行
動
に
つ
い
て
も
評
価

を
行
う
」
と
し
、
連
携
強

化
の
た
め
の
評
価
項
目
の

追
加
及
び
明
文
化
に
よ
り

更
な
る
職
場
内
連
携
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

柳
谷　

業
務
委
託
・
指
定

管
理
等
の
取
り
組
み
の
意

向
に
つ
い
て

町
長　
「
民
間
に
で
き
る

こ
と
は
民
間
に
」
と
い
う

方
針
で
、
可
能
な
限
り
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
業

務
委
託
・
指
定
管
理
等

は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活

用
に
よ
り
効
率
性
や
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
で
、
突
然
の
撤
退
や

効
率
化
と
コ
ス
ト
削
減
の

中
で
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
が

低
下
す
る
と
い
っ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
い
う
こ

と
も
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
指
定
管
理
等
の
業
者

の
選
定
に
は
慎
重
な
判
断

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

柳谷　昌臣　議員
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え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

閉
店
後
の
空
き
店
舗
の
活

用
、
後
継
者
が
無
く
閉
店

予
定
の
事
業
継
承
に
向
け

商
工
会
と
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

安　
「
買
い
物
は
地
元
で
」

の
看
板
が
消
え
て
久
し
い

が
、
又
設
置
の
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

看
板
設
置
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年

度
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

実
施
し
、
域
内
消
費
喚
起

を
図
っ
て
い
ま
す
。

安　
（
２
）
出
産
祝
金
に

つ
い
て
、
現
在
の
支
給
方

法
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

瀬
戸
内
町
地
域
活

性
化
条
例
に
基
づ
き
、
本

町
の
活
性
化
と
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
お
子

さ
ん
１
人
当
り
５
万
円
を

商
品
券
で
支
給
し
て
お
り

ま
す
。

安　

我
が
町
と
類
似
団
体

の
徳
之
島
町
、
喜
界
町

は
？

町
長　

徳
之
島
町
第
一
子

10
万
円
、第
二
子
15
万
円
、

第
三
子
20
万
円
、
第
四
子

35
万
円
、第
五
子
45
万
円
、

第
六
子
以
降
50
万
円
、
喜

界
町
は
第
一
子
10
万
円
、

第
二
子
20
万
円
、
第
三
子

30
万
円
、第
四
子
40
万
円
、

第
五
子
以
降
に
50
万
円
を

現
金
支
給
し
て
い
ま
す
。

安　

現
金
支
給
に
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

本
町
の
活
性
化
と

福
祉
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
現

金
で
の
支
給
は
考
え
て
お

を
使
っ
た
地
場
産
の
焼

酎
・
ラ
ム
酒
の
工
場
設
立
、

公
社
の
寮
を
作
っ
て
の
本

格
的
な
取
り
組
み
。

そ
う
い
う
地
域
公
社
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。

公
社
発
足
・
活
動
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。「
カ
ケ

ロ
マ
の
救
世
主
」
に
な
る

こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
。

点
で
阿
多
地
１
４
４
人
、

須
子
茂
２
６
８
人
、
嘉
入

３
４
８
人
、
徳
浜
１
６
５

人
、
令
和
６
年
１
月
時
点

で
阿
多
地
１
人
、
須
子
茂

36
人
、
嘉
入
16
人
、
徳
浜

５
人
で
あ
り
ま
す
。

安　

※
カ
ケ
ロ
マ
の
人
口

が
増
え
る
こ
と
は
、
期
待

で
き
な
い
が
そ
れ
で
も
歯

止
め
を
か
け
る
努
力
は
す

べ
き
。
町
長
の
言
わ
れ
る

「
奄
美
せ
と
う
ち
地
域
公

社
」
が
そ
れ
で
し
ょ
う
。

そ
の
や
る
べ
き
仕
事
の
す

そ
野
を
広
げ
る

・
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
受
入

れ
を
積
極
的
に

・
そ
の
た
め
の
手
厚
い
待

遇
を
考
え
る

・
限
界
集
落
に
校
舎
を
活

用
し
た
果
樹
園
・
菜
園
そ

し
て
肉
牛
の
飼
育
「
人
が

い
る
ヨ
。」
の
シ
グ
ナ
ル
、

足
あ
と
を
残
す
。

「
カ
ケ
ロ
マ
を
日
本
一
の

さ
と
う
き
び
の
島
」
こ
の

こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
こ
の
さ
と
う
き
び

り
ま
せ
ん
。

安　

※
出
産
祝
金
は
、
与

え
れ
ば
い
い
・
・
・
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
受
け

取
る
側
が
「
有
難
い
」
と

感
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

子
ど
も
の
為
に
、
何
か
思

い
出
に
残
る
も
の
記
念
に

な
る
も
の
と
思
っ
て
も
、

こ
の
町
に
は
そ
う
い
う
店

が
な
い
。
現
金
支
給
な
ら

幅
広
く
使
え
る
。
御
一
考

を
。

安
　
こ
の
町
か
ら
無
く

な
っ
た
も
の
、
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
も
の
・
・
・
が
、

今
回
の
質
問
の
テ
ー
マ
で

す
が
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
「
村
」
そ
の
も
の
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
・
・
・
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
悲
し
い
現
実
で

あ
り
ま
す
。
古
仁
屋
か
ら

遠
い
処
、
と
言
わ
れ
て
い

る
カ
ケ
ロ
マ
の
阿
多
地
、

須
子
茂
、
嘉
入
そ
し
て
カ

ケ
ロ
マ
の
東
端
の
徳
浜
の

合
併
当
時
の
人
口
と
現
在

の
人
口
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

昭
和
30
年
10
月
時

町
政
に
つ
い
て

安　
「
カ
ケ
ロ
マ
再
生
」

「
甦
れ
商
店
街
」。
私
の
政

治
理
念
。
歴
代
の
町
長

が
「
何
と
か
し
な
け
れ

ば
・
・
・
」
と
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
具
体
策

を
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
、

こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
町

か
ら
な
く
な
っ
た
も
の
、

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
も

の
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
質
問
し
て
参

り
ま
す
。

（
１
）
商
店
街
に
つ
い
て
、

現
在
の
商
店
街
の
動
向
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
の
か
。

町
長　

商
店
街
に
つ
き
ま

し
て
は
、人
口
減
少
、ネ
ッ

ト
通
販
の
普
及
、
大
手

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の

進
出
、
道
路
事
情
の
改
善

に
よ
り
、
奄
美
市
で
の
購

買
が
容
易
に
な
っ
た
事
な

ど
に
よ
る
、
売
り
上
げ
減

少
の
影
響
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
庁
内
小
売
店
の
廃
業

に
よ
り
、
空
き
店
舗
が
増

町　　　

政

安議員 ー 商店街の動向について

町長 ー 空店舗の活用・事業継承に向け商工会と取り組み

安　和弘　議員
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泰山　祐一　議員

後
継
者
対
策
に
つ
い

て泰
山　

現
在
瀬
戸
内
町
の

方
で
後
継
者
問
題
に
関
し

て
廃
業
を
検
討
し
て
い
る

調
べ
な
ど
は
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
か
。

商
工
交
通
課
長　

令
和
4

年
度
に
古
仁
屋
中
心
市
街

地
、
商
店
街
活
性
化
に
向

け
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
開
催
す
る
中
で
商
工

会
に
お
い
て
会
員
の
方
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
数
は

か
な
り
の
数
い
ま
す
が
、

回
答
を
頂
い
た
の
が
22
事

業
所
で
あ
り
ま
す
。
後
継

者
が
い
る
の
か
、
自
分
の

代
で
廃
業
す
る
の
か
等
で

調
べ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
事
業
承
継
が
あ
る
と

答
え
た
方
が
8
事
業
所
、

事
業
承
継
が
な
い
と
い
う

事
業
所
が
13
事
業
所
。
そ

の
事
業
承
継
が
な
い
事
業

所
に
お
い
て
、
辞
め
た
後

は
店
舗
を
賃
貸
で
貸
し
出

す
意
向
が
あ
る
か
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
13
事
業
所
の

う
ち
6
事
業
所
が
賃
貸
を

考
え
て
い
る
。
残
り
の
7

事
業
所
に
関
し
て
は
賃
貸

す
ら
考
え
て
い
な
い
。

泰
山　

私
が
地
域
を
回

り
、
話
を
聞
か
せ
て
頂
く

中
で
、
60
歳
過
ぎ
の
方
と

お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
自
分
が
若
か
り
し

頃
、
借
入
を
し
て
、
返
済

を
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た

と
。
返
済
も
終
わ
っ
て
稼

げ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
で

き
た
。
し
か
し
後
継
者
が

な
か
な
か
い
な
い
。
逆
に

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
自
分

が
や
っ
て
き
た
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
キ
ャ
パ
か
ら

今
度
は
狭
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
い
わ
ゆ

る
終
活
の
よ
う
な
作
業
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
う
つ
む
き
加
減

で
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
も
自
分

た
ち
の
お
子
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
引
き
継
い
で
い

き
た
い
と
い
う
想
い
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
瀬
戸
内
町
の
中
で

や
っ
て
い
く
の
は
厳
し

い
。
も
し
く
は
他
の
地
域

が
魅
力
的
だ
と
い
う
よ
う

な
中
で
外
へ
出
て
い
っ
た

り
、
他
の
仕
事
に
就
か
れ

た
り
し
て
い
る
ん
で
は
な

い
か
と
お
察
し
ま
す
。
瀬

戸
内
町
が
先
陣
を
切
っ

て
、
鹿
児
島
県
の
中
で

も
、
事
業
継
承
の
仕
組
み

化
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
鹿
児
島

県
大
崎
町
で
は
約
４
０
０

事
業
所
の
の
う
ち
約
3
割

が
後
継
者
難
で
廃
業
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
背
景

の
も
と
、
地
元
商
工
会
と

金
融
機
関
と
も
連
携
を

図
っ
て
、
事
業
継
承
の
オ

ン
ラ
イ
ン
の
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
自

分
の
町
で
作
っ
た
り
も
し

て
お
り
ま
し
た
。
今
後
瀬

戸
内
町
と
し
て
も
、
事
業

承
継
の
器
を
作
っ
て
い

く
、
全
国
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味

合
い
で
、
既
に
対
策
と
し

て
セ
ミ
ナ
ー
や
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

瀬
戸
内
町
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
も
検
討
し
て
い
っ

て
は
ど
う
か
な
と
思
い
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

商
工
交
通
課
長　

今
後
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
商
工
会

と
も
協
力
し
て
で
き
る
の

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

泰
山　

高
齢
化
す
る
捕
獲

者
の
負
担
軽
減
対
策
、
及

び
新
た
に
猟
友
会
員
を
増

や
す
た
め
の
対
策
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長　

高
齢
化
す
る
捕
獲

者
の
負
担
軽
減
対
策
に
つ

い
て
で
す
が
、
本
町
の
令

和
5
年
度
猟
友
会
会
員
数

は
85
名
で
平
均
年
齢
が
66

歳
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
猟
友
会

か
ら
高
齢
化
に
対
す
る
負

担
軽
減
に
つ
い
て
の
要
望

等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

猟
友
会
定
期
総
会
で
協
議

し
、
会
員
の
意
見
を
参
考

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
次
に
、
新
た
な
猟
友

会
会
員
を
増
や
す
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
で
す
が
猟

友
会
の
設
立
目
的
が
会
員

の
団
結
と
親
睦
、
有
益
鳥

獣
の
保
護
・
繁
殖
及
び
有

害
鳥
獣
の
駆
除
等
に
合
格

し
、
狩
猟
者
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
免
許
受
験

費
用
、
講
習
会
参
加
費
用

ま
た
、
捕
獲
等
に
必
要
な

道
具
費
等
も
個
人
負
担
で

あ
り
、
現
在
、
町
の
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。
猟
友
会

会
員
数
に
つ
い
て
も
、
猟

友
会
定
期
総
会
等
で
協
議

し
、
会
員
の
意
見
を
参
考

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

泰
山　

鳥
獣
対
策
の
被
害

額
に
つ
い
て
お
伺
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

農
林
課
長　

令
和
3
年
度

猪
被
害
４
２
３
．４
万
円
、

カ
ラ
ス
被
害
３
０
７
．

３
万
円
、
ク
ロ
ウ
サ
ギ
被

害
1
千
円
、
令
和
4
年
度

猪
被
害
３
２
５
．７
万
円
、

カ
ラ
ス
被
害
１
６
０
．

１
万
円
、
ク
ロ
ウ
サ
ギ
被

害
7
千
円
、
令
和
5
年
度

見
込
み
猪
被
害
３
１
４
．

３
万
円
、
カ
ラ
ス
被
害

１
２
３
．
８
万
、
ク
ロ
ウ

サ
ギ
被
害
6
千
円
、
計

４
３
８
．
７
万
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

泰
山　

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
補

助
に
つ
い
て
農
家
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
頂

け
る
余
地
が
あ
る
の
か
と

い
う
点
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

農
林
課
長　

要
望
が
あ
れ

ば
、
鹿
児
島
県
と
も
相
談

を
し
て
補
助
等
を
探
し
て

検
討
し
た
い
。

後
継
者
対
策

泰山議員 ー 後継者問題の調査は

町長 ー 商工会において会員の方へアンケート調査を行った。
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加
計
呂
麻
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
工
事
日
程

に
つ
い
て

永
井　

昨
年
の
当
局
か
ら

の
説
明
で
は
、
今
年
工
事

が
着
工
予
定
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
改
め
て
工
事

の
日
程
等
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

加
計
呂
麻
島
タ
ー

ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の
建
築

工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
８
月
、
令
和
５
年
11

月
の
計
２
回
入
札
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
不
調
に
よ

り
、
工
事
発
注
に
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
不
調
の
要

因
と
し
ま
し
て
は
、
建
築

資
材
の
見
積
も
り
の
相

違
、
型
枠
・
鉄
筋
職
人
の

不
足
に
よ
る
本
土
か
ら
の

応
援
対
応
に
要
す
る
費

用
、
並
び
に
加
計
呂
麻
島

へ
の
渡
航
費
な
ど
、
改
め

て
工
事
係
る
費
用
の
見
直

し
等
を
行
い
、
工
事
発
注

に
向
け
入
札
手
続
き
の
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
の
日
程
と
し

て
は
、
令
和
６
年
３
月
中

旬
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
築
工

事
の
入
札
を
予
定
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
末
を
目

処
に
施
設
完
成
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
又
建
築
工
事

を
発
注
後
、
工
事
着
手
前

に
は
改
め
て
町
民
の
皆
様

に
対
し
、
広
報
誌
等
に
よ

り
周
知
案
内
を
行
う
予
定

で
す
。

永
井　

工
事
費
用
は
既
存

の
待
合
所
の
解
体
も
含
め

て
６
億
３
千
３
百
万
円
と

あ
り
ま
し
た
が
、
増
え
る

可
能
性
は
無
い
で
す
か
。

建
設
課
長　

無
い
と
思
い

ま
す
。

永
井　

今
回
の
工
事
は
国

か
ら
２
分
の
１
、
県
か
ら

10
分
の
１
の
補
助
と
言
う

こ
と
で
間
違
い
な
い
で
す

か
。

建
設
課
長　

そ
の
通
り
で

す
。瀬

戸
内
町
の
小
児
科

外
来
の
現
状
に
つ
い

て永
井　

現
在
、
小
児
科
外

来
は
瀬
戸
内
徳
洲
会
病
院

に
お
い
て
週
３
回
行
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
へ

き
地
診
療
所
に
お
い
て
は

小
児
科
を
設
置
す
る
計
画

は
無
い
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

へ
き
地
診
療
所
に

お
き
ま
し
て
は
、
小
児
科

の
専
門
医
を
配
置
す
る
計

画
は
今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
現
状
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
子
供
が
受
診

に
来
ら
れ
た
場
合
、
内
科

の
先
生
が
診
察
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

永
井　

瀬
戸
内
町
に
お
い

て
は
ネ
ッ
ト
環
境
も
整
っ

て
き
て
る
の
で
「
遠
隔
医

療
相
談
」
な
ど
も
取
り
入

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

保
健
福
祉
課
長　

鹿
児
島

県
内
で
は
産
婦
人
科
医
が

11
人
に
対
し
小
児
科
医
は

５
人
と
少
な
い
現
状
で
は

あ
り
ま
す
が
県
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
方
再
犯
防
止
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

永
井　

国
か
ら
都
道
府
県

及
び
市
町
村
に
対
し
、「
地

方
再
犯
防
止
推
進
計
画
」

を
策
定
す
る
努
力
義
務
が

規
定
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
瀬
戸
内
町
に
お

い
て
策
定
す
る
計
画
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

今
年
度
に
策
定
す

る
「
瀬
戸
内
町
地
域
福
祉

計
画
及
び
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
の
中
に
「
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
に
対
す
る

社
会
復
帰
の
支
援
」
の
項

目
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ

て
「
地
方
再
犯
防
止
推
進

タ
ー
ミ
ナ
ル

永井議員 ー 加計呂麻ターミナルの工事日程は

町長 ー 6 年度末を目途に施設完成を見込んでいる

計
画
」
と
位
置
づ
け
再
犯

防
止
の
取
組
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

「
に
ほ
ん
の
里
加
計
呂

麻
留
学
制
度
」
に
つ

い
て

永
井　

こ
の
制
度
が
導
入

さ
れ
て
今
年
で
10
年
以
上

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
環
境
も
変

わ
っ
て
き
て
る
と
思
う
の

で
、
見
直
し
や
精
査
を
す

る
計
画
は
無
い
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
長　

加
計
呂
麻
留
学

制
度
は
、
自
然
豊
か
な
本

町
に
親
子
で
留
学
し
、
地

域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
子
ど
も
達
の

豊
か
な
人
間
性
を
育
成

し
、
学
校
及
び
地
域
の
活

性
化
を
図
る
目
的
で
平
成

24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に

見
直
し
を
行
い
、
継
続
し

て
留
学
を
希
望
さ
れ
る
方

に
は
、
毎
年
「
留
学
継
続

申
請
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
、
状
況
把

握
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
も
本
制
度
が
小

規
模
校
の
学
校
存
続
と
地

域
活
性
化
に
資
す
る
様
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

永
井　

我
が
町
に
と
っ
て

児
童
・
生
徒
が
増
え
る
事

は
喜
ば
し
い
事
で
す
。
こ

の
制
度
が
町
全
体
で
応
援

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

永井　しずの　議員
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古
仁
屋
小
学
校
施
設

設
備
検
討
委
員
会
に

つ
い
て

福
田　

古
仁
屋
小
学
校
施

設
設
備
検
討
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
及
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
お

尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長　

古
仁
屋
小
学
校

施
設
設
備
検
討
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
や
幼
稚
園
の

学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
運
営
協
議
会
の
代

表
、行
政
関
係
者
の
ほ
か
、

教
育
に
専
門
的
な
知
見
を

持
つ
学
識
経
験
者
等
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
内
に
会
合

を
持
ち
設
備
方
針
を
確
認

す
る
ほ
か
、
基
本
設
計
に

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う

令
和
６
年
度
数
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
設
備
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
設
計

を
行
い
、
令
和
７
年
度
か

ら
仮
設
校
舎
、
令
和
８
年

度
か
ら
10
年
度
に
か
け
て

新
校
舎
及
び
体
育
館
の
建

設
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

福
田　

営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
を
現
在
ま
で
何
人
の

方
々
が
卒
業
さ
れ
て
い
ま

す
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

平
成
12
年
度
か
ら

研
修
生
を
受
け
入
れ
、
令

和
４
年
ま
で
に
、
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
修
了
生
は
73

名
で
す
。

　

内
、
継
続
的
に
就
農
さ

れ
て
る
方
は
33
名
で
す
。

福
田　

営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
の
課
題
や
研
修
生
や

卒
業
生
か
ら
の
要
望
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
平
成
10
年
度
の
竣
工

か
ら
25
年
が
経
過
し
て
お

り
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

更
新
等
が
必
要
な
時
期
に

差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
女
性
研
修
生
が
積

極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う

施
設
の
改
修
等
を
行
う
こ

と
で
女
性
へ
の
配
慮
も
一

つ
の
課
題
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
、

研
修
生
が
将
来
農
業
経
営

に
従
事
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
研
修
生
や
卒
業
生

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
研
修
終
了
後
に
農
地

確
保
や
施
設
の
整
備
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
収
納
出
来
る
ま

で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強

化
等
の
要
望
が
あ
り
ま

す
。

航
空
便
に
つ
い
て

福
田　

昨
年
冬
よ
り
奄
美

の
航
空
便
が
年
間
を
通
し

て
減
便
と
な
り
、
町
内
の

観
光
業
も
疲
弊
し
て
い
ま

す
。
瀬
戸
内
町
の
観
光
振

興
対
策
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長　

奄
美
航
空
便
の
減

便
に
つ
い
て
は
、
観
光
業

関
係
団
体
及
び
関
係
市
町

村
と
協
議
連
携
を
図
り
、

増
便
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
の
観
光
振
興
対
策

に
つ
い
て
は
、
航
空
便
に

よ
る
観
光
誘
致
だ
け
で
な

く
、
海
路
に
よ
る
定
期
航

路
及
び
ク
ル
ー
ズ
船
等
に

よ
る
、
観
光
誘
致
も
大
事

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
に
お
い
て
は
、

４
月
に
２
回
、
10
月
に
１

回
の
海
外
の
ク
ル
ー
ズ
船

が
入
港
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

町
内
及
び
本
島
内
で
の

周
遊
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
、
関

係
団
体
と
の
連
携
し
、
観

光
振
興
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
有
地
の
外
国
資
本

対
策
に
つ
い
て

福
田　

町
の
観
光
資
源
を

含
む
山
林
な
ど
の
町
有
地

売
払
い
に
お
い
て
外
国
資

本
対
策
を
講
じ
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
が
、
瀬
戸
内
町
と
し

て
の
条
例
整
備
な
ど
含
め

て
今
後
の
対
策
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、

町
と
し
て
は
民
間
へ
水
資

源
を
含
む
山
林
を
売
却
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仮
に
民
間
か
ら
買
い
取

り
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
庁
舎
内
関
係

課
局
に
よ
る
協
議
を
重
ね

る
と
同
時
に
、
瀬
戸
内
町

保
護
審
議
会
等
の
諮
問
機

関
の
答
申
等
を
考
慮
し
て

判
断
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
売
買
面
積
や
金

額
に
よ
っ
て
は
議
会
議
決

が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
議
会
に
お
い
て
十
分

に
審
議
さ
れ
る
も
の
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
町
有
地

の
売
払
い
に
つ
い
て
は
庁

舎
内
で
の
調
査
や
条
例
に

基
づ
く
各
種
審
議
会
等
で

の
審
議
、
さ
ら
に
は
議
会

で
の
審
議
を
得
る
こ
と
に

よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、現
状
の
条
件
や
要
綱
、

さ
ら
に
は
、
庁
舎
内
体
制

に
て
対
応
で
き
る
も
の
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。

福
田　

瀬
戸
内
町
の
町
有

地
の
売
払
い
を
行
う
際
の

広
報
周
知
方
法
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

公
募
（
一
般
競
争

入
札
）
に
よ
る
町
有
地
売

払
い
に
つ
い
て
は
、
町
の

広
報
紙
へ
掲
載
す
る
と
と

も
に
「
庁
舎
前
掲
示
板
」

及
び
「
海
の
駅
等
各
待
合

所
掲
示
板
」
へ
掲
示
し
、

周
知
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

古
仁
屋
小

福田議員 ー 古仁屋小学校施設設備検討委員会について

町長 ー 令和 6 年度に数回の開催を予定している

福田　鶴代　議員
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町
林
事
業
に
つ
い
て

元
井　

森
林
組
合
解
散
後

の
方
向
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
す
。

町
長　

瀬
戸
内
町
森
林
組

合
解
散
後
の
方
向
に
つ
い

て
は
、
森
林
組
合
の
解
散

に
伴
い
、
組
合
員
の
所
有

す
る
森
林
管
理
に
つ
い

て
、
森
林
整
備
の
依
頼
が

あ
っ
た
際
は
、
町
が
森
林

経
営
管
理
制
度
を
活
用
し

て
、
周
辺
の
森
林
を
集
約

し
林
業
事
業
体
へ
斡
旋
す

る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

元
井　

町
長
の
思
い
は
？

ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

瀬
戸
内
町
森
林
組

合
が
設
立
さ
れ
た
の
が
昭

和
30
年
10
月
7
日
で
、
設

立
か
ら
68
年
と
い
う
長
い

歴
史
に
幕
が
閉
じ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
誠
に
残
念

な
思
い
で
あ
り
ま
す
。　

解
散
に
つ
い
て
は
、
近
年

の
森
林
事
業
者
の
減
少
、

森
林
組
合
直
営
作
業
班
の

高
齢
化
、
職
員
不
足
等
の

要
因
が
重
な
り
、
組
合
員

多
数
の
賛
成
に
よ
り
解
散

と
い
う
道
を
選
択
し
た
の

だ
と
思
慮
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
員
の
意
思
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
先
に
も

述
べ
ま
し
た
が
、
森
林
経

営
管
理
制
度
を
活
用
し
、

森
林
環
境
譲
与
税
等
を
財

源
と
し
た
瀬
戸
内
町
の
森

林
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

奨
学
金
に
つ
い
て

元
井　

町
の
奨
学
制
度
と

は
伺
い
ま
す
。

町
長　

町
の
奨
学
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
古
仁
屋

高
等
学
校
給
付
型
奨
学
金

を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
古
仁

屋
高
校
に
通
う
生
徒
が
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で

き
、
大
学
進
学
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
社
会
人
と
な
っ
て
日
本

や
世
界
で
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

給
付
対
象
者
は
、
瀬
戸

内
町
内
の
中
学
校
を
卒
業

し
、
古
仁
屋
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
、
国
公
立
大

学
及
び
私
立
の
難
関
大
学

に
合
格
し
た
者
で
あ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
の

所
管
す
る
瀬
戸
内
町
奨
学

資
金
貸
付
事
業
は
、
本
町

に
生
活
の
根
拠
を
有
す
る

者
の
子
弟
で
、
学
業
が
優

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
経
済
的
理
由
の
た
め
進

学
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

学
生
等
に
対
し
、
卒
業
ま

で
の
就
学
期
間
、
月
額
で

2
万
円
か
ら
4
万
円
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

元
井　

現
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長　

古
仁
屋
高
等
学
校

給
付
型
奨
学
金
は
、
現
在

５
名
が
受
給
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
大
学
入

学
者
が
４
名
、
令
和
５
年

度
入
学
者
が
１
名
で
あ
り

ま
す
。

教
育
長　

瀬
戸
内
町
奨

学
資
金
貸
付
事
業
の

現
況
に
つ
い
て
で
す

が
、
令
和
4
年
度
実
績

で
12
名
、
４
百
68
万
円

の
貸
付
が
あ
り
、
27

件
、
４
百
28
万
１
千
円

の
償
還
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
基
金
総
額

４
千
１
百
46
万
４
千

円
の
う
ち
、
貸
付
額
が

２
千
８
百
21
万
円
、
現
金

が
１
千
3
百
25
万
４
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

元
井　

返
還
に
対
す
る
訴

訟
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

教
育
長　

訴
訟
の
状
況
に

奨
学
金

元井議員 ー 奨学金制度について

町長 ー 古仁屋高等学校給付型奨学金を支給

つ
い
て
で
す
が
、
長
期
に

わ
た
り
返
済
が
滞
っ
て
い

る
2
件
に
つ
き
ま
し
て
、

簡
易
裁
判
所
を
通
し
支
払

い
督
促
の
申
立
て
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
相
手
方
か
ら

異
議
申
し
立
て
が
あ
り
、

現
在
和
解
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

主
た
る
債
務
者
と
連
帯
保

証
人
が
協
力
し
て
、
滞
納

し
て
い
る
償
還
額
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
た
期
日
ま
で

に
分
割
で
支
払
う
こ
と
で

和
解
が
成
立
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
ダ
ム
の
整
備
に

つ
い
て

元
井　

需
要
の
現
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

降
雨
量
に
つ
い
て

は
毎
年
変
動
は
あ
る
も
の

の
、
特
に
枯
渇
し
て
い
る

と
い
う
状
態
で
は
な
く
、

取
水
可
能
量
に
つ
い
て
は

現
在
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
現
在
多
目
的

ダ
ム
の
需
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
近
年
の
予
期
せ
ぬ

気
象
事
象
に
よ
る
災
害
等

に
備
え
、
よ
り
災
害
に
強

い
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
急
務
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
安
定

供
給
に
努
め
、
水
需
要
の

動
向
を
注
視
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

元
井　

将
来
の
予
想
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

人
口
減
少
に
よ
り

以
前
よ
り
計
画
取
水
量
も

縮
小
し
て
い
る
為
、
今
後

は
施
設
の
統
合
、
及
び
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
化
が
施

設
整
備
を
行
う
上
で
重
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多

目
的
ダ
ム
に
つ
い
て
は
整

備
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
取
水
施
設
の
改
良
を

予
定
し
て
お
り
、
渇
水
時

に
も
安
定
し
た
取
水
が
可

能
と
な
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和

４
年
度
に
県
の
策
定
し
た

「
広
域
連
携
推
進
プ
ラ
ン
」

を
も
と
に
、
近
隣
事
業
体

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の
強

化
、持
続
可
能
な
「
水
道
」

に
つ
い
て
思
索
、
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

元井　直志　議員
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陳情第８号「西阿室小学校の改築工事についての陳情」審査報告

　令和５年１０月２４日の臨時議会において、当委員会に付託された「西阿室小学校の改築工事に

ついての陳情」の審査の経過と結果についてご報告いたします。

令和５年１０月２４日常任委員会を開催し、教育委員会に聞き取り調査を行いました。先に町への

陳情が提出されており、その回答は「瀬戸内町立小中学校の学校施設の老朽化対策につきましては、

令和２年度に現地調査等を踏まえ策定した『瀬戸内町学校施設等長寿命化計画』に基づき、年次的

に整備を進めています。西阿室小学校の教室棟の一部については平成１４年度に大規模改修を、体

育館については平成２５年度に耐震補強工事、令和４年度に改修工事を実施しましたが、今後も、

毎年実施する営繕調査等を踏まえ、安全性や緊急性を考慮のうえ、計画的な長寿命化改修に取り組

み、環境整備に努めてまいります」との事でした。

　令和５年１１月１４日、西阿室集落へ出向き、区長以下集落の方々から聞き取り調査を行いまし

た。陳情の具体的な内容は、「西阿室小学校は昭和３１年建築の築６７年で老朽校舎・危険校舎で

ある。教育委員会から回答があった平成１４年の大改造は、木枠の窓をサッシにしたり、床板を張

り替えたり、内装・外装の化粧直しをしただけである。その後、ひさしや壁は剥離して落ちている。

知っている限りで屋根の防水工事はコンクリートの劣化等により３回行っている。西阿室集落は外

海に面していて塩害がすごく、これだけ痛んでいる校舎は学校の存続に関わらず改築するべきと思

います。校舎は洪水・高潮・土砂崩れの災害にも対応出来るように２階建てにしていただきたい。

ここは、台風常襲地帯なので避難場所として利用出来るように自動シャッターをつけていただきた

い。町から配布されたハザードマップを見ると西阿室は全部レッドゾーンで、高潮の時は高台に避

難するように指示があるが、その避難する場所がレッドゾーンである。加計呂麻の他の集落は公民

館が避難場所になっているが、どこの集落も公民館は海抜０ｍである。各集落に見合った高台に避

難場所を設置してほしい」との事でした。

　令和５年１２月５日、総務課と教育委員会に聞き取り調査を行いました。

現地視察調査を行った結果、委員から「西阿室小学校の校舎と体育館は、拝見した限り老朽化は進

んでいるが、随時改修を行っているように見えた。校舎・体育館の調査はどのように行っているの

か」との質問に対し、教育委員会からは「令和２年度の長寿命化計画作成時に町内の小中学校の校

舎・体育館・倉庫・給食センター等、９５ヵ所の施設について、健全性・劣化の状況等を確認し評

価した結果で客観的に並べた優先順位があり、それを参酌しながら今後の学校施設の在り方や存続

の見込み等を加味したうえで、限られた予算の中で、危険度・必要度及び緊急性を判断して出来る

ところから修繕している」との回答でした。

また、委員から「西阿室小学校は避難場所になっているが、避難場所に適しているのか」との質問

に対し、総務課危機管理係からは「避難場所は土砂災害・洪水・高潮・津波と、災害の種別毎に指

定しているが、西阿室小学校は土砂災害・洪水・地震の災害に対して避難所指定を行っている。先日、

文教厚生常任委員会の皆さんが行われた聞き取り調査で、小学校の改築工事・防災関係について出

された３点の意見の回答として、①「西阿室集落はハザードマップで全てレッドゾーンである」に

関しては、「集落の一部が土砂災害警戒区域でイエローゾーン・レッドゾーンになっているが、小

学校の敷地内はイエローゾーンでもレッドゾーンでもなく土砂災害警戒区域にもなっていない。津
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波に関しては県作成の津波の浸水想定区域で見ると西阿室小学校は、『地震による津波の浸水は想定

されていない』となっている。本町の津波の避難場所は『近隣の高台』となっており、各集落に場所

を決めて頂いている。町ではＪアラート（緊急地震速報）の訓練を年に二回行っており、それに合わ

せて各集落で決めた避難場所にて自主的に訓練をするようにお願いしている」②「加計呂麻島の各集

落の避難場所は公民館だが、すべての公民館が海抜０ｍである」に関しては、「西阿室集落には海抜

表示板を７カ所設置しているが、小学校あたりでは海抜２ｍである」③「各集落に見合った高台に避

難場所を設置していただきたい」に関しては、「経費・スペース等の確保を考えると全集落への設置

は厳しい状況であり、一部の集落では避難場所を設定して、独自に簡易的な倉庫等を設置し、万が一

に備えている。他の集落の取組みを参考にしていただき、各集落に合った対策を講じていただきたい」

との回答でした。

　「西阿室小学校の改築工事についての陳情」については、採決の結果、全会一致で採択すべきもの

と決定しました。

以上の審査を通じ、当委員会として次の意見を集約決定しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．校舎及び体育館の危険箇所については、西阿室小学校は災害時の避難場所に指定されており、地

　　域住民の安心・安全と子どもたちの教育環境の向上及び確保を行いながら、随時整備をしていた

　　だきたい。

２．町内の学校施設整備においては、『瀬戸内町学校施設等長寿命化計画』をもとに住民の意見も取

　　り入れながら進めていただきたい。

令和 6 年 2 月 6 日（火）、大和村防災センターに於いて、瀬戸内町、宇検村、大和村の 3 町村議会で
構成する「第４２回大島本島南部町村議会議員大会」（会長・向野忍瀬戸内町議会議長）が、開催さ
れました。大会では、国会議員による国政報告、大島郡区、奄美市区選出、地元出身の県議会議員よ
り県政報告がありました。大会議題として瀬戸内町議会から「国道５８号（奄美市住用町役勝～網野
子トンネル起点間、勝浦～阿木名間のトンネル化）の改良促進について」（元井直志総務経済常任委
員長）を提案し決議されました。

元井直志総務経済常任委員長による提案 元奄美博物館館長による議員研修

第 42 回大島本島南部町村議会議員大会
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　令和 6 年 4 月 23 日（火）に大和村体育館にて、「第 65 回奄美群島市町村議会議員大会」（同市町村
議会議長会主催（会長・向野忍瀬戸内町議会議長）が、代議士の皆さん、塩田康一鹿児島県知事や地元
選出県議会議員、奄美群島にゆかりのある「ふくし山ノブスケ」・「本田しずか」・「宇都恵子」・「元山ひ
さや」県議会議員等多数の来賓のご出席のもと盛大に開催されました。
　自治功労表彰者として、町村議会事務局職員として 5 年以上在職した者として本町から 1 名（法永由
美主査）の表彰がありました。
　大会の提出議題としましては、「主要地方道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現につ
いて」を（大和村・宇検村・瀬戸内町）の共通議題として大和村議会総務建設常任委員長の前田清和議
員が提案理由の説明を行い、他 6 議題を含め全会一致で採択されました。

第 65 回奄美群島市町村議会議員大会

向野会長より 5 年以上の勤続表彰を受ける当町職員

大和村議会の前田議員により大島本島南部町村議会代表として提案事項の発表
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   まちの未来が見える　
   議会傍聴においでください

  次回の定例会は６月５日に開会予定です

     インターネットで生中継。瀬戸内ケーブルテレビの録画放送でもご覧いただけます。

議会報告会（議員と語る会）開催について

議会だよりについて、ご意見をお聞かせ下さい。
書面若しくは、setouchitown.gikai@gmail.com へお願いします。

　町民の皆様と議会及び議員の有意義な語りの場を設けたいとおもいますので町民
多数の参加をお待ちしております。
　・会場については、各校区ごとでの開催を検討しています。
　・古仁屋会場については、きゅら島交流館で開催予定です。
　・開催日程は、7 月下旬の予定としています。
　・詳細については、瀬戸内町広報紙の 7 月号に掲載予定としていますのでご確認　　
　をお願いします。


